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〈読み取り図〉を活用した説明的文章教材の読解指導
－「学習者の読みの具象化」と「読みの伝え合い活動」の有効性を中心に－
１．本論の目的
本論の目的は，読みを具象化するための〈読み取り図〉を活用した読解指導の有
効性を明らかにすることである。さらに，〈読み取り図〉によって学習者の読みを
具象化させるだけでなく，具象化された読みを活用し，読みの伝え合い活動の有効
性を明らかにしていく。まとめると次の通りである。
・〈読み取り図〉を活用した「学習者の読みの具象化」の有効性
・〈読み取り図〉を活用した「読みの伝え合い活動」の有効性
次の方法によって考察を行う。
〈読み取り図〉を活用した「学習者の読みの具象化」の有効性については，論者
自身が行った説明的文章の授業実践をもとに，学習者が作成した〈読み取り図〉を
対象に考察することによって明らかにしていく。なお，考察対象とするのは，後ほ
ど詳しく述べる代表児童２名の〈読み取り図〉である。
「読みの伝え合い活動」の有効性については，〈読み取り図〉をもとにした学習者
同士による読みの伝え合いの記録，さらに，学習者自身が〈読み取り図〉にどのよ
うな書き加えを行ったのかを代表児童の〈読み取り図〉をもとに考察することによ
り明らかにしていく。
なお，〈読み取り図〉とは，後に示すように，シンキングツールの枠組みや，学
習者自身が考えたオリジナルの枠組みを活用し，読解した内容を具象化する学習手
段である。また，〈読み取り図〉は，文学教材と説明的文章教材のどちらにも活用
できるものであるが，本論においては，説明的文章教材を取り上げることとする。
２．説明的文章における図表化活動の利点と課題
2.1　図表化活動の利点
　学習者が読解したこと，つまり，読みは本来目に見えないものである。こうした
目に見えないものを目に見える形にするために従来の説明的文章の読解指導では，
文字に書き表す手段以外に，表や文章構成図を活用する図表化活動が行われてきた。
では，図表化活動にはどのような利点があるのか。図表化の利点について吉川
（2005）では，「説明的文章の読むことの学習活動の一つである図表化活動は，テク
ストの当該部分の内容を絵や図，表などに書き換えることによって，読みの具象
化，要約を図ろうとするものである」と論じている。つまり，図表化活動は，単な
る読んだことを整理するためのものではなく，学習者の読みを具象化できるという
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利点がある。さらに，図表化活動は，要約にもつながるという利点があるのである。
2.2　読解活動にシンキングツールを活用する利点
図表化活動には，表以外にも，クラゲチャートやベン図（後に示す〈読み取り
図〉の左側に主なシンキングツールに示してある）などのシンキングツールが活用
されることがある。
シンキングツールを国語の授業に取り入れる利点は何か。北村（2013）は，「シ
ンキングツールを国語の授業に取り入れる利点はこれまでの研究の中で明らかにす
ることができた。具体的に述べると，たくさんの情報の中から必要なものだけを取
り出し，それらを整理したりまとめたりする作業を行う国語の思考の過程で，シン
キングツールは必要な情報だけに注目でき，頭の中での考えたことを可視化するこ
とで，より深く思考することができる」と論じている。つまり，シンキングツール
を活用して読みを整理するということは，ただ読んだことをまとめるだけではな
く，学習者の頭の中で情報の取捨選択が行われ，より深い思考につながるのである。
2.3　図表化活動の課題
図表化活動の利点は先に述べた通り，読みを具象化できるというところにある。
一方で，図表化活動によって具象化されたものを「どのように活用していくの
か」という点に課題がある。図表化活動の課題について，吉川（2005）では「しか
し，実践的には，形式的に表の枠の内容を埋めることにとどまるなど，ねらい，活
用方法等，明確にされないまま行われている現状がある」と論じている。
こうしたことから，学習者にとって意味がある図表化活動を行うために，「何の
ためにまとめるのか」（ねらい），そしてまとめたものを「どのように活用していく
のか」を明確にする必要がある。
３．「読みの伝え合い活動」について
図表化活動の利点については，先の吉川の論にもあったように，読みの具象化を
挙げることができる。
では，具象化された読みをもとにどのように活用して，授業を展開していくの
か。活用方法として，具象化された読みをもとにした「学習者同士における読みの
伝え合い活動」がある。
図表化活動によって具象化されたものをもとに伝え合い活動を行う利点として北
村（2010）では，「交流の場面でシンキング・ツールは欠かせないものである。頭
の中で考えたことをわかりやすく相手に伝えることは難しい。しかし，シンキン
グ・ツールのように，目に見えるものがあると，話題の視点を絞ることができ，話
しやすくなる。また，お互いに見合うこともできる。そして自分が書けていない情
報をその場で書きこむこともできる」と論じている。つまり，学習者の手元に具象
化された読みがあることによって，何を伝え合うのかという話題の視点を明確にす
ることができるのである。さらに，伝え合うだけではなく，伝え合いの学びを〈読
み取り図〉に書き込むことによって，学びを具象化できるという利点がある。
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４．〈読み取り図〉の構成とその意味
論者自身が行った実践においては，学習者の読みを具象化するために〈読み取り
図〉を考案した。
〈読み取り図〉は，シンキングツールの枠組みを活用しながらも，より読むこと
（読み取り）に有効なものにしようという意図をもち，開発した。従来の図表化活
動に活用される図よりも，叙述をもとにしながら「目に見える形」にしていくこと
によって，より構造的で深い読みへと向かわせるものである。今回の実践において
活用した，〈読み取り図〉のワークシートを以下に示す。
（１）「めあて」について
〈読み取り図〉のワークシートには，「めあて」が添えてある。これは，ただ図表
（１）「めあて」について
　学習の〈あめて〉である「筆者は，
自分の考えをなっ得してもらうため
にどんな工夫をしているかを発見し
よう」を添えている。
（２）こんなことを見える形にできていますか？リスト
　項目は，過去にどのような説明文を学習したのか」「ど
のような学習をしたのか」「説明文を読み解く時に何が
大切なのか」を全体の場において交流したことをもと
に作成した。
（３）こんな枠組ありますリスト
① X チャート　②多角形チャート　③マトリックス　④クラゲチャート
⑤ベン図を枠組の参考として挙げている。
図1　〈読み取り図〉ワークシート
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化するのではなく何を図表化するのかということを学習者に対し，明確にするため
である。「めあて」を明示することにより，学習者が目的を持ち，叙述をもとに読
みをまとめ，構造を捉え，より深い読みへと向かわせる。
（２）「こんなことを見える形にできていますか？リスト」
　ワークシートの下の部分には，チェックリストを添えてある。〈読み取り図〉を
作成するにあたって，一人で説明文を読み取るということを初めて経験する学習者
もいる。初めて経験する学習者にとっては何を読み取るのか，何をまとめれば良い
のかが分からない。そこで，〈読み取り図〉を作成する前に，「過去にどのような説
明文を学習したのか」「どのような学習をしたのか」を全体の場において交流を
行った。全体交流の場において学習者から出たことをもとにして，下のような
チェックリストを作成した。「リスト」を明示することにより，構造を読み取るた
めの手掛かりとし，より深い読みへと向かわせる。
（３）「こんな枠組みありますリスト」
　ワークシートの左の部分には，シンキングツールをもとにした枠組みの例などを
添えた。これは，どのようにまとめたらよいのか分からない学習者に対する手立て
である。あくまでも一例であるので，ワークシートには「組み合わせ，自分で考え
て，読みを見える形にしよう！」という言葉を添えた。
５．〈読み取り図〉を活用した読解指導の実際
　本論において，考察の対象として取り上げる論者自身の実践は第６学年を対象に
行った説明的文章「時計の時間と心の時間」（光村図書）の「第４時　一人読みを
して筆者の考えの進め方の工夫を読みとろう」，「第５時　一人読みをしたことを交
流しよう」である。考察を行う代表児童は以下の通りである。
児童Ａ… 昨年度からの持ち上がり児童。５年生の時から〈読み取り図〉の作成経験
がある。〈読み取り図〉を活用し，構造を具象化できた児童の代表として
抽出した。
図２　こんなことを見える形にできていますか？チェックリスト
□
↓↓
□□□□□
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児童Ｂ… 〈読み取り図〉の作成経験なし。「時計の時間と心の時間」において，初
めて〈読み取り図〉を作成した。〈読み取り図〉を活用し，接続語や文末
表現を中心に読みを具象化できた代表児童として抽出した。
児童Ｃ… 〈読み取り図〉の作成経験なし。「時計の時間と心の時間」において初め
て〈読み取り図〉を作成した。〈読み取り図〉を活用した読みの伝え合い
によって，説明文の構造を捉えることができた代表児童として抽出した。
　なお，授業に関する詳しい情報は注１，クラス全体の児童の実態に関する情報を
注２として論末に示した。
６．〈読み取り図〉を活用した学習者の読みの具象化
6.1　〈読み取り図〉を活用した児童Ａの読みのまとめ
　〈読み取り図〉を活用し，構造を具象化できた児童の代表として児童Ａの〈読み
（１）  〈読み取り図〉を活用して「説
明文の構造を捉える」
序論①，本論②〜⑦，結論⑧という
ように説明文の構造を捉えている。
（２）  〈読み取り図〉を活用して「構造を上位概念
によって捉える」
『筆者の考え→私生活と比べている－実験（説明）
→事例を使って。－筆者の意見→このことをまと
める。結果』というように上位概念によって構造
を捉えている。
（３） 〈読み取り図〉を活用して「段落の要点」
第一段落から第八段落の要点をまとめている。
図３　児童Ａの〈読み取り図〉
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取り図〉の考察を行っていく。
　児童Ａは，六角形の枠組みを作成して，自らの読みをまとめた。この六角形の枠
組みはワークシートの「こんな枠組みありますリスト」を参照したものである。
（１）〈読み取り図〉を活用して「説明文の構造を捉える」
　児童Ａは，六角形の一番外側には，【構造　双括型】【序論①】【本論②〜⑦】【結
論⑧】というように説明的文章の大まかな構造をまとめている。説明的文章の構造
は，教科書を読むだけでは，浮かび上がってくるものではない。児童Ａは，六角形
の枠組みにまとめることにより，他者が見てもすぐに自身が読み取った構造が分か
るように，構造を具象化させることができたと言えよう。
（２）〈読み取り図〉を活用して「構造を上位概念によって捉える」
　さらに，まとめとして【構造】という項目の部分に，【筆者の考え→私生活と比
べている－実験（説明）→事例を使って。－筆者の意見→このことをまとめる。結
果】というように，構造を上位概念によって捉えることができている。
　このように，児童Ａは〈読み取り図〉にまとめることを通して，叙述を引用しな
がら構造を読み取り，筆者の論の支える工夫を具象化できたということが分かる。
（３）〈読み取り図〉を活用して「段落の要点」
　児童Ａは段落の要点という項目を掲げて，【第一…筆者の考え・話題の提示】【第
二…時計の時間と心の時間の説明】【第三…感じる時間は心理的なものであるとい
うこと】と順にまとめている。これは，読みを具象化できただけでなく，先に述べ
たように，図にまとめることによって，要約活動へとつなげることができている。
一方で，児童Ａの〈読み取り図〉では，文末表現や図や挿し絵の効果などをまとめ
ることができていない。これについては，伝え合いによって，児童Ａはどのように
読み深めることができたかについて後に述べることとする。
6.2　〈読み取り図〉を活用した児童Ｂの読みのまとめ
　〈読み取り図〉を活用し，接続語や文末表現を中心に読みを具象化できた代表児
童として，児童Ｂの〈読み取り図〉の考察を行っていく。
児童Ｂは，自身が考えたオリジナルの枠組みを活用し自らの読みをまとめた。
（１）〈読み取り図〉を活用して接続語や文末表現をもとに説明文を読み取る
　〈読み取り図〉の左部分では，【①「つなぐワザ」や「文末ワザ」をたくさん使っ
ている。】としている。児童Ｂは，接続語や文末表現に注目することによって説明
文を読み取ろうしていることが分かる。また，【序論…話題提示・問い】【本論…説
明・提示・答え】【結論…筆者の考え】という大まかな構造を自分なりにまとめる
ことができている。さらに，【この３つの中で，いろいろな「つなぐワザ」や「文
末ワザ」を使っている】というように接続語や文末表現をまとめるだけでなく【つ
なぐワザをたくさん使っていると，読む人も分かりやすい】【このように例えを
使ったり，反対のことを言ったりする前につなぐワザが書かれていることもある。】
という接続語の効果を捉えることができている。これらは，児童Ｂは自らが読み
取った接続語や文末表現の効果を具象化できたということが分かる。
（２）〈読み取り図〉を活用して文中に使われる図の効果を捉える
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　【②図を使っていて分かりやすい】では，説明文中に載っている折れ線グラフの
効果を自分なりの考えをもってまとめている。そして，【この説明文は双括型】と
している。また，児童Ｂは〈読み取り図〉にまとめた内容とワークシートの下の部
分のチェックリストをつなぎ合わせることによって，自分自身が何をどのように読
み取ったのかというメタ認知をすることができている。
　このように，児童Ｂは，文末表現や接続語に注目することによって，説明文の構
造を読み取り，具象化できたと言える。
７．〈読み取り図〉を活用した「読みの伝え合い活動」
　第５時「一人読みをしたことを交流しよう」では学習者が作成した〈読み取り
図〉を活用してペアで読みの伝え合いを行った。伝え合いの手順を示す。
① 互いに〈読み取り図〉を見せ合いながら，自分自身がどのように説明的文章を読
（１）〈読み取り図〉を活用して接続語や文末表現をもとに説明文を読み取る
『①「つなぐワザ」や『文末ワザ』をたくさん使っている。』という項目を掲げている。
児童Ｂは，接続語や文末表現に注目することによって説明文を読み取ろうしている。
（２）〈読み取り図〉を活用して文中に使われている図の効果を捉える
『②図を使っていて分かりやすい』という項目を掲げている。説明文中に載っている折れ
線グラフの効果を自分なりの考えをもってまとめている。
図４　児童Ｂの〈読み取り図〉
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んだのかを伝え合う。
② 伝え合いが終わった後，相手の考えや共感した部分を付箋に書き込み，相手へ付
箋をおくる。
③ 相手の考えを受けて，その都度気づきや発見を自身の〈読み取り図〉にメモして
いく。
　このような手順のもとに伝え合いを行った。では，伝え合ったことによって，学
習者にどのような気づきや読みの深まりが現れたのか。代表児童の伝え合いの記録
と，児童が伝え合い後に〈読み取り図〉に書き加えた記述をもとにして考察を行っ
ていく。
7.1　〈読み取り図〉を活用した「読みの伝え合い活動」による児童Ａの記録
 児童Ａの伝え合いにおける記録である。児童Ａは次のように自らの〈読み取り図〉
について説明している。なお，児童Ａの記録は，児童Ａが伝え合い活動において相
手の児童に自らの〈読み取り図〉を説明した場面の発言を文字化したものである。
（児童Ａの記録）
　「時計の時間と心の時間」の構造は，序論が筆者の意見で，本論が実験とか
説明で，結論が筆者の意見になっていると思います。序論1の話題の提示は，
「わたしたちは毎日当たり前のように時間と付き合いながら過ごしています」
だと思います。序論1には筆者の考えもあります。「そして，私は」のところで
す。それは納得してもらうためのいくつかの実験や事例のポイントになると思
いました。
　本論②〜⑦です。「地球の動きをもとに定められたものです。心の時間を私
たちが感じている時間と同じものとはありえない。様々なものの影響を受け
て，人に感覚違ったりする特性があるからだ」と書いてありました。納得させ
るために分かりやすい例をつくっているところが，納得してもらうための工夫
だと思います。
　次は実験１と実験２です。どちらにも共通する点があります。「一日に時間帯
や身の回りの環境によっても心の時間の進み方は変わるということ」です。「心
の時間の進み方が変わる」というところが，１つのところの共通するところだ
と思います。共通させるところは，納得させるための１つのポイントだと思い
ます。「心の時間には人によって感覚違うという特性があります。」それを証明
するために，Ｐ40のＬ4に，「簡単な実験をしてみましょう」と書かれています。
　五段落には，例えから単純に筆者の考えが書かれています。五段落の最後に
は，「〜ではないかと考えられます」の「考えられます」は筆者の考えだと思
います。
　「このように考えると生活の中で，心の時間にも目を向けることが大切に
なってくるのではないでしょうか」Ｐ41のＬ6に書いてありました。それは納
得しているか聞いている文章だと思います。
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児童Ａは，はじめに【「時計の時間と心の時間」の構造は，序論が筆者の意見で，
本論が実験とか説明で，結論が筆者の意見になっていると思います。】と述べてい
る。読んだことを単に〈読み取り図〉にまとめたのではなく，読み取ったこともと
にして，一枚の〈読み取り図〉に構造を捉え，まとめることができているというこ
とが分かる。
さらに，【本論②〜⑦です。「地球の動きをもとに定められたものです。心の時間
を私たちが感じている時間と同じものとはありえない。様々なものの影響を受け
て，人に感覚違ったりする特性があるからだ」と書いてありました。納得させるた
めに分かりやすい例をつくっているところが，納得してもらうための工夫だと思い
ます。】と述べている。児童Ａは〈読み取り図〉にまとめることによって，文中に
ある例が，筆者が読み手に納得してもらうための工夫であるということを捉えるこ
とができたと言えよう。
また，児童Ａは「本文の引用から考えた事」は【共通させるところは，納得させ
るための一つのポイントだと思います。】や【納得しているか聞いている文章だと
思います。】と述べている。筆者の書きぶりついて，読み手をどう納得させている
かについて伝え合いの相手に伝えている。これは，単なる読みの交流ではなく，
〈読み取り図〉に示した「めあて」である「筆者は自分の論をなっ得してもらうた
めにどのような工夫をしているのか発見しよう」というめあてに即した，目的を
持った伝え合いが行われていることが分かる。
7.2　〈読み取り図〉を活用した「読みの伝え合い活動」における児童Ａの書き加え
　児童Ａは自身の読みを伝え，さらに他者の読みを受け取った。そして，児童Ａ
は，自身の伝え合いの学びを次のような書き加えを行うことによって，具象化し
た。児童Ａの書き加えについて考察していく。
（１）〈読み取り図〉を活用して構造をさらに上位概念によって捉える
　構造の項目部分に着目したい。【筆者の考え→私生活と比べている－実験（説明）
→事例を使って。－筆者の意見→このことをまとめる。結果】という部分の上に，
【双括型】という言葉が添えられている。さらに，【双括型】から矢印を引き，【筆
者の意見－意見についての説明やした実験，方法，結果－筆者の意見，まとめ】と
いうことを書き加えている。これは，伝え合いにより【双括型】という言葉が児童
の中から引き出され，構造をさらに上位概念によって捉えることができたと言えよ
う。
（２）〈読み取り図〉における図と挿し絵の効果
　児童Ａは伝え合いの前になかった項目【図やさし絵】として【一目で分かりやす
い】という効果を書き加えている。短い言葉であるものの，説明的文章に使われて
いる「図や挿し絵」の効果を伝え合いによって，しっかりと捉えることができたこ
とを意味している。
（３）〈読み取り図〉を活用して文末表現に注目する
　〈読み取り図〉の左下部分の言葉に注目したい。【文末でとくしゅ】【でしょう，
でしょうか→問いを入れると読み手を引きつける】とある。伝え合い前の児童Ａの
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〈読み取り図〉は，文末表現には注目できていなかった。伝え合いの後に，児童Ａ
は「でしょう・でしょうか」という文末表現の効果に気づくことができたのであ
る。伝え合い前の児童Ａの〈読み取り図〉は，読み取ったことを丁寧にまとめるこ
とができているものであったが，伝え合いを通じて，構造を上位概念によって捉え
ることや文末表現に着目し，読みを深めることができたということが分かる。
7.3　〈読み取り図〉を活用した「読みの伝え合い活動」における児童Ｃの書き加え
　〈読み取り図〉を活用した読みの伝え合いによって説明文の構造を捉えることが
できた代表児童として児童Ｃの書き加えを考察していく。
　児童Ｃは，イメージマップの枠組みを活用し，自らの読みをまとめている。中心
には，【時計の時間と心の時間】を置き，そこから，【序論】【本論】【結論】【工夫】
という４つの項目を鉛筆で書いている。
（１）〈読み取り図〉を活用して構造をさらに上位概念によって捉える
『双括型』という言葉を書き加えている。伝え合いにより『双括型』という言葉が児童の
中から引き出され，構造をさらに上位概念よって捉える。
（３） 〈読み取り図〉を活用して文末表現に注目する
『文末でとくしゅ』『でしょう，でしょうか→問いを
入れると読み手を引きつける』とある。伝え合い後
に児童Ｂは文末表現に注目できた。
（２） 〈読み取り図〉における図と挿し絵
の効果
『図・さし絵』として『一目で分かる』と
いう効果をまとめている。
図５　児童Ａの〈読み取り図〉への書き加え
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（１）〈読み取り図〉における上位概念によって構造を捉えるという気づき
　注目したいのは，矢印によって示している【構成】という項目である。この部分
は青のペンによって書かれている。児童Ｃが伝え合い後に書き加えた部分というこ
とである。児童Ｃは【構成】からさらに線を伸ばして【双括型】と書いている。さ
らに，その先に【筆者の意見－意見についてのせつめいや，した実験，実験方法，
結果－筆者の意（見）についてのまとめ】としている。児童Ｃは，説明文全体の構
成を捉えただけでなく，伝え合いにより，【筆者の意見－意見についてのせつめい
や，した実験，実験方法，結果－筆者の意（見）についてのまとめ】というよう
に，上位概念によって構成を捉えることができたと考えられる。これは，学習のめ
あてに迫る大きな学びであろう。
８．〈読み取り図〉を活用した読解指導の有効性
8.1　〈読み取り図〉を活用した「学習者の読みの具象化」の有効性
　第４時の「一人読みをして筆者の考えの進め方の工夫を読みとろう」における代
（１）〈読み取り図〉における上位概念によって構造を捉えるという気づき
　『構成』とし，『筆者の意見－意見についてのせつめいや，した実験，実験方法，結果
－筆者の意（見）についてのまとめ』と書き加えている。伝え合い後に，構成をさらに
上位概念によって捉えるという児童Ｃの気づきである。
図６　児童Ｃの〈読み取り図〉への書き加え
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表児童の〈読み取り図〉をもとに考察を行った。学習者自らが選択した枠組みを使
い，読みをまとめた。ここでは，学習者が説明文の構造や，筆者の論を支える文末
表現や接続語などを読み取り，具象化できたことを確認した。〈読み取り図〉を活
用することによって，本来目に見えない読みを具象化できたのである。一方で，ク
ラスの32名中30名は〈読み取り図〉を作成し，２名はノートに自らの読みをまとめ
たという実態がある。今回取り上げた代表児童は，自らの読みを構造化し，自分な
りの枠組みを持って，まとめることができた児童である。その他の児童に目を向け
てみると，「テキストに書いてあることを書きうつすことが主となっている〈読み
取り図〉」や「内容の整理のみに留まる〈読み取り図〉」など内容の質という部分で
は，バラつきが見られた。こうしたバラつきは「伝え合い活動」によって埋めてい
くものであるが，個人での作成段階において，読みをより具象化させていくために
も〈読み取り図〉の改善が必要であるのは確かである。
8.2　〈読み取り図〉を活用した「読みの伝え合い活動」の有効性
　第５時の「一人読みをしたことを交流しよう」における代表児童Ａの伝え合いの
記録と〈読み取り図〉への書き加えをもとに考察を行った。単なる読みの伝え合い
でなく，〈読み取り図〉のめあてに即して，目的を持って自らの読みをまとめ，目
的をもった伝え合いができたことも確認できた。さらに，学習者は伝え合いを通し
て，〈読み取り図〉への書き加えを行った。つまり，学習者は伝え合いでの学びを
「書き加え」という形において表現したのである。「書き加え」には，一人では気づ
かなかった，構造における気づきや文末表現の効果などが確認できた。また，他者
の読みから，上位概念によって，自らの読みを捉えることもできた。こうした活動
は，自らの読みが具象化された〈読み取り図〉があるからこそ，他者との読みの交
流が実現でき，読みを深めることができたといえよう。
９．今後の課題
　今回は，「学習者の読みの具象化」の有効性については代表児童の考察のみに留
まった。今後の課題としては，〈読み取り図〉の作成が苦手な児童やクラスにおけ
る〈読み取り図〉の傾向の考察に焦点を当てて，〈読み取り図〉の改善につなげて
いくことである。
　また，説明的文章教材の〈読み取り図〉の活用を中心に，論者自身の実践の考察
を行ったが，文学的文章における〈読み取り図〉の有効性を明らかにすることが挙
げられる。〈読み取り図〉を活用することにより，学習者の読みをさらに深めるこ
とができるようにしていきたい。
注１　論者自身が行った実践の授業は次の通りである。
教材：「時計の時間と心の時間」（光村図書　６年）
〈教材観〉
　本単元は，児童が６年になって初めて出会う説明的文章である。題名の「時計の
時間と心の時間」から内容を想像することができるため，文章の構成や筆者の主張
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までのイメージをもちながら，学習を進めることができる教材である。本教材では
特に以下の２点を読み取らせたい。
　１点目は，筆者の事例の挙げ方である。筆者は主張に対して説得力を持たすた
め，分かりやすい身近における事例を挙げながら，筋道の通った文章を書いてい
る。事例の挙げ方を読み取らせることにより，児童が考えを書く時に，事例を挙げ
説得力のある文章を書く力につながるであろう。
　２点目は，図や表の使い方である。筆者は事例を挙げるだけでなく，分かりやす
く図や表を使っている。図や表を読み取らせることにより，文章における図や表の
効果に児童は気づくであろう。
　こうした筆者の書きぶりの特徴を読み取らせることにより，「第６時　読み取っ
たことをもとに自分の考えをまとめよう」において，ただ書くだけでなく，説得力
を持った文章を書く力へとつなげることができる教材となっている。
対象：大阪府公立 A 小学校　６年３組　32名
単元名：筆者の意図をとらえ，自分の考えを発表しよう
〈単元目標〉
〇目的に応じて，複数の本や文章などを選んで比べて読み，〈読み取り図〉を活用
して読み深めること
　学習指導要領との関係：【〔第５学年及び第６学年〕C 読むこと　カ】
〇〈読み取り図〉に文章の内容を的確に押さえて要旨をとらえたり，事実と感想，
意見などとの関係を押さえ，自分の考えを明確にしながら読んだりすること
　学習指導要領との関係：【〔第５学年及び第６学年〕C 読むこと　ウ】
〈学習計画〉※ 本論においては★を添えたところを取り上げた。
（第１次）
　　第１時　初発の感想を交流しよう
　　第２時　つけたい力を確認しよう
　　第３時　学習計画を立てよう
（第２次）　
　　★第４時　一人読みをして筆者の考えの進め方の工夫を読みとろう
　　★第５時　一人読みをしたことを交流しよう　
（第三次）
　　第６時　読み取ったことをもとに自分の考えをまとめよう
　　第７時　つけた力をふり返ろう　
注２　クラスの32名中10名は，前年度５年生の時からの持ち上がり児童のため〈読
み取り図〉作成経験がある。残りの22名は，説明的文章において，初めて〈読み取
り図〉を作成した。なお，〈読み取り図〉の作成が苦手な児童についてはノートへ
まとめさせた。ノートを選択した児童は２名であった。
【参考文献】
岩槻恵子「説明文理解における要点を表わす図表の役割」『教育心理学研究』日本
42
教育心理学会，1998年
吉川芳則「小学校説明的文章の学習指導における効果的な図表化活動のあり方につ
いて」『国語科教育』全国国語教育学会，2005年
堀江祐爾『国語科授業再生のための５つのポイント ―よりよい授業づくりをめざ
して―』明治図書2007年
北村拓也「シンキングツールを活用した国語力を高める授業づくり」『滋賀大学教
育学部附属中学校研究紀要（第53集） 』滋賀大学，2010年
北村拓也「シンキングツールを取り入れた『的確に読む力』を育成する国語科読解
教材の開発」『滋賀大学教育学部附属中学校研究紀要 （第55集）』滋賀大学，
2013年
山本茂喜編著『ストーリーマップで国語の授業づくり』東洋館出版，2014年
岡田由美「中学校国語科における文章を読み深めるための指導 ―文章を視覚的に
とらえる図表化活動を取り入れて―」『群馬大学大学院教育学研究科専門職学
位課程（教職大学院）課題研究報告会資料集』群馬大学大学院教育学研究科専
門職学位課程（教職大学院），2014年
山本茂喜編著『ビジュアル・ツールで国語の授業づくり』東洋館出版社，2015年
堀江祐爾『言葉の力を育てる！堀江式国語授業のワザ』明治図書，2015年
関大初等部「関大初等部式思考力育成法ガイドブック」さくら社，2015年
岡田由美・佐藤浩一・武井英昭　「中学校国語科における文章を読み深めるための
指導 ―文章を視覚的にとらえる図表化活動を通して―」『群馬大学教育実践研
究』群馬大学教育学部 附属学校教育臨床総合センター，2015年
井上次夫「国語教材における図版類の活用法－理解補助から読解指導へ―」 『高知
県立大学紀要』高知県立大学紀要編集委員会，2017年
（おおにし　ひとし・吹田市立片山小学校）
